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春の寄せ植え教室　3月12日
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4月

固定資産税［第1期］ 4月30日

軽自動車税 4月30日

今月の
納期限

今月の
納期限

は市役所、 は保健福祉ふれあいセンター、 は山県市商工会館（旧高富町商工会館）
は伊自良老人福祉センター、 は美山支所、 は美山構造改善センター、 は美山中央公民館美中美構美支伊

商保市

日

ハッピーライフ

相談 10：
00～12：00

美支

ポリオ予防接

種 受付13：
15～14：00
保

月 火 水 木 金 土

1日 2日 3日

ポリオ予防接

種 受付
13：15～14：00
美構

3歳児健診

受付13：00～
14：00

保 ポリオ予防接

種 受付13：
15～14：00
乳幼児相談

受付 1 0：0 0 ～
11：00
ハッピーライフ

相談 10：
00～12：00

美支

美構

保

はみがきけんし

ん 13：00～
14：00
保

休日診療：もり
こどもクリニッ
ク9：00～ 15：
0 0、1 6：0 0 ～
19：00（山県市
東深瀬　2 3 ・
0321）

4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日

弁護士相談

（会場：3階304
会 議室）受付
13：00～14：30

市 ポリオ予防接

種 受付13：
15～14：00
社会保険相談

10：00～
15：00
美中

伊

1 歳 6 か月児健

診 受付13：
00～14：00
保

ハッピーライフ

相談 10：
00～12：00

美支

はみがきけんし

ん 13：00～
14：00
ポリオ予防接

種 受付
13：15～14：00
美構

伊

休日診療：森医
院9：00～ 15：
0 0、1 6：0 0 ～
19：00（山県市高
富　22・1024）

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日

ポリオ予防接種

受付13：15
～14：00
保

10・11か月児健

診 受付13：
00～14：00
保

乳幼児相談
受付 1 0：0 0 ～
11：00
心の相談

13：30～15：00
ハッピーライフ

相談 10：
00～12：00

美支

保

伊 マタニティクラ

ス 10：00～
13：30
献血 グランド
タマコシ高富店
10：00～12：00、
山 県 市 役 所
13：00～16：00

保

休日診療：岡本
医院　9：00～
15：00、16：00
～19：00（山県
市佐賀　2 2 ・
3687）

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日

社会保険相談

10：00～15：00
商 3 ・ 4 か月児健

診 受付13：
00～13：15
保

みどりの日

休日診療：鳥澤
医院　9：00 ～
15：00、16：00
～19：00（山県
市大森　3 6 ・
2311）

休日診療：なり
みやクリニック　
9：00～15：00、
16：00～19：00
（山県市高富
22・1213）

25日 26日 27日 28日 29日 30日 1日

5月



均衡ある市の発展を目指し「便利で活力ある社会」
「安全・安心の社会」構築の重要事業に重点配分

3 広報やまがた 2004.4

議会費［市議会の運営等］�
5,879円（△24.4％）�

総務費［庁舎管理、広報、�
 戸籍、 選挙、地域情報化等］�
129,066円（137.6％）�
※主な増加要因は「地域情報�
　化事業」の着手�

民生費［障害者・高齢者・�
児童福祉等］�
89,788円（2.7％）�

衛生費［健康維持、環境、ごみ処理等］�
29,680円（3.4％）�

農林水産業費・商工費［農業・林業・商工業の振興等］�
39,305円（△3.5％）�

土木費［道路・橋梁河川・公園等］�
52,351円（△17.2％）�
※主な減少要因は「南～八京線道路整備」など�

消防費［消防・防災等］�
42,425円（84.2％）�
※主な増加要因は「防災行政�
　無線整備事業」の着手�

教育費［小・中学校、�
社会教育、社会体育等］ �
93,780円（4.1％）�

公債費［市債の償還金等］�
73,389円（27.5％）�

その他［予備費等］�
984円（△10.4％）�

※（ ）内は、前年度の通常分（繰越分を除く）に対する増減率
※円グラフ内の数値は構成比

平成1616年度当初予算年度当初予算�
均衡ある市の発展を目指し「便利で活力ある社会」

「安全・安心の社会」構築の重要事業に重点配分

一般会計

175億7,000万円（11.1％増）

特別会計

92億6,914万円（8.2％増）

企業会計（予算規模）

6億6,184万円（3.9％減）

予算総額（予算規模）

275億95万円（9.7％増）

※旧自治体からの繰越分（未収・未払分）

を除くと19.8％増

※（ ）内数値は対前年度。万円未満は四捨五入
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平
成
の
大
合
併
と
も
言
わ
れ
る
市
町
村
合
併

に
お
い
て
、
東
海
三
県
の
中
で
、
先
駆
け
と
し

て
誕
生
し
た
山
県
市
が
発
足
し
、
一
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
合
併
は
、
山
県
市
が
よ
り
良
く
な
っ
て

い
く
た
め
の
出
発
点
で
あ
り
、
来
年
度
は
山
県

市
が
本
格
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
づ

く
り
を
行
う
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
認

識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
長
期
化
す
る
経
済
情

勢
の
低
迷
に
よ
り
、
国
・
地
方
と
も
極
め
て
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
国
に
お
い
て
は
「
三
位
一
体
改
革
」
を

は
じ
め
と
す
る
「
地
方
歳
出
構
造
改
革
」
が
急

速
に
推
し
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
来
年

度
に
お
い
て
は
、
新
た
に
「
所
得
譲
与
税
」
が

暫
定
的
に
設
け
ら
れ
る
も
の
の
、
公
立
保
育
所

に
係
る
国
・
県
児
童
保
護
費
負
担
金
が
一
般
財

源
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
等
の
極

め
て
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
公
立
保
育
所
に
係
る

国
・
県
児
童
保
護
費
負
担
金
約
一
億
二
千
万
円

が
一
般
財
源
化
さ
れ
、
所
得
譲
与
税
は
約
五
千

円
委
譲
さ
れ
る
の
に
対
し
、
地
方
交
付
税
と
臨

時
財
政
対
策
債
が
約
七
億
円
減
少
し
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
、
本
市
が
今
後
活

力
あ
る
都
市
へ
と
発
展
す
る
た
め
に
、
来
年
度

は
「
便
利
で
活
力
あ
る
社
会
」「
安
全
・
安
心

の
社
会
」
の
構
築
に
重
点
を
置
い
て
、
市
政
運

営
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
便
利
で
活
力
あ
る
社
会
」
を
築
い
て
い
く

上
で
、
道
路
整
備
は
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
東
海
環
状
自
動
車
道
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
市
発
展
の
た
め
の

根
幹
と
も
い
え
る
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
引
き

続
き
事
業
実
施
を
国
・
県
へ
働
き
掛
け
て
い
く

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
将
来

展
望
に
つ
い
て
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
構
想

を
市
民
の
方
と
一
体
と
な
っ
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

国
道
2
5
6
号
、
国
道
4
1
8
号
お
よ
び
主

要
地
方
道
「
岐
阜
・
美
山
線
」、「
関
・
本
巣
線
」

を
は
じ
め
と
す
る
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

国
・
県
へ
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
ほ
か
、
継
続

実
施
し
て
い
る
「
南
〜
八
京
線
道
路
」
を
は
じ

め
と
す
る
市
内
幹
線
道
路
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
香
り
会
館
な
ど
観
光
施
設
の
整
備
を

図
る
ほ
か
、
鳥
羽
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

整
備
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
社
会
に
お
い
て
は
、
情
報
網

の
整
備
が
「
便
利
で
活
力
あ
る
社
会
」
の
重
要

な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
来

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
全
域
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
新
た
に
敷
設
す
る
と
と
も

に
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
合
併
調
整
方
針
の
目
玉
の
一
つ

で
も
あ
り
、
高
速
通
信
網
の
整
備
に
よ
り
、
現

在
高
富
地
域
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
の

再
送
信
を
全
市
に
拡
大
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
飛
躍
的
な
向
上
、
I
P
（
ア

イ
・
ピ
ー
）
電
話
、
す
な
わ
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
電
話
を
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
、

平
成
十
七
年
夏
ご
ろ
に
は
供
用
開
始
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
電
話
は
、
加
入
者
同
士
で

の
通
話
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
長
時
間
通
話
し

て
も
、
通
話
料
は
無
料
で
あ
る
と
い
う
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

こ
と
は
大
き
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
東
海
・

東
南
海
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
つ
つ
あ
る

中
、
災
害
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
中
に
は
、
必
要

と
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
公
共
施
設
の
耐
震
調

査
を
完
了
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
改
善
計
画
を
立
て
、
必
要
な
場

合
は
早
急
な
改
修
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
型
防
火
水
槽
の
整
備
、
備
蓄
資

材
・
非
常
食
の
増
強
、
県
総
合
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
、
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
に
対
す
る
補

助
金
制
度
な
ど
防
災
対
策
を
推
し
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
市
統
一
の
防
災
行
政
無
線
を
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
の
防
災
行
政
無
線

の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
ご
と
に
そ
の
態
様
が
異

な
っ
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
を
統
一
し
迅
速
な
情

報
収
集
と
伝
達
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
十
七
年
夏
ご
ろ
ま
で
に

は
、
市
内
全
域
の
整
備
を
完
了
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
教
育
施
設
に
お
け
る
安
全
確
保

が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
小
中
学
校
に
お
い

て
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
照
明
灯
の
調
査
改
修
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
が
基
盤
づ
く
り
を
本
格
的
に
始
動
し
て

い
く
た
め
の
重
要
な
時
期
に
当
た
り
、
有
線
テ

レ
ビ
の
全
市
拡
大
に
よ
る
「
地
域
情
報
化
」
と

「
防
災
行
政
無
線
整
備
」
と
い
う
二
つ
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
来
年
度
に
お
け
る
特
別
の
事

業
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

は
じ
め
に

国
内
情
勢

市
の
状
況

安
全
・
安
心
社
会
の
構
築

来
年
度
の
指
針

便
利
で
活
力
あ
る
社
会
の
構
築
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平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
の
当
初

予
算
原
案
は
、
百
七
十
五
億
七
千
万

円
で
、
前
年
度
の
本
格
予
算
に
比
べ

て
約
一
一
・
一
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
度
分
に

は
、
合
併
前
の
旧
三
町
村
等
の
「
繰

越
分
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
控
除
し
た
場
合
の
伸
び
率

は
、
歳
入
で
約
二
九
・
三
％
の
増

加
、
歳
出
で
は
約
二
二
・
六
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
予
算
規
模
は
、
総
額
で
二

百
七
十
五
億
九
十
五
万
三
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
前
年
度
の
本
格
予
算
に

比
べ
て
約
九
・
七
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
繰
越
分
を
控
除
し
た

場
合
の
歳
出
予
算
額
の
伸
び
率
は
、

約
一
九
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
等
に
関
し
て
具
体
的
な
こ
と
を

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
「
企
画
部
財

政
課
」
ま
で
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
算
書
の
閲
覧
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
企
画
部
財
政
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

山
県
市
役
所
企
画
部
財
政
課
（
三
階
）

0
5
8
1
（
2
2
）
6
8
2
5

0
5
8
1
（
2
2
）
6
8
5
1

e-m
ail

zaisei@
city.yam

agata.gifu.jp

予
算
総
額
に
つ
い
て

特別会計とは……
市の行政運営に係る基本的な経費は「一般会計」において網羅していますが、特定の事業を特定
の収入（使用料等）で賄う場合に、その経理を一般会計から区別するために設けた会計です。

国民健康保険 市が保険者となって運営する国民健康保険に関する事業を運営するための会計です。

老 人 保 健 一定年齢以上等の市民を対象とする老人保健医療に関する事業を運営するための会計です。

介 護 保 険 市が保険者となって運営する介護保険に関する事業を運営するための会計です。

簡易水道事業 伊自良地域の簡易水道、美山地域の簡易水道（上水道化までの間）を運営するための会計です。

農業集落排水事業 市内の農業集落地域において下水道事業を運営するための会計です。

公共下水道事業 公共下水道事業を運営・整備（高富・富岡地区にて整備予定）するための会計です。

高 富 財 産 区 高富財産区を管理運営するための会計です。

企業会計とは……
特別会計の中でも、独立採算制を原則とする企業的色彩の強い事業（山県市は現在「水道事業」
のみ）を行う場合に、地方公営企業法の適用を受けて複式簿記により行う会計です。

会 計 別 予 算 額 内 訳 表

143�億�2,986�万円� 32�億�4,014�万円� 22.6�％�
175�億�7,000�万円�

158�億�2,000�万円� 17�億�5,000�万円� 11.1�％�

24�億�1,609�万円� 2�億�4,316�万円� 10.1�％�
26�億�5,925�万円�

26�億�1,750�万円� 4,175�万円� 1.6�％�

28�億�2,253�万円� △�1,518�万円� △�0.5�％�
28�億�0,�734�万円�

30�億�4,350�万円� △�2�億�3,616�万円� △�7.8�％�

15�億�2,640�万円� △�4,409�万円� 2.9�％�
15�億�7,049�万円�

16�億�2,535�万円� △�5,486�万円� △�3.4�％�

6�億�1,492�万円� 723�万円� 1.2�％�
6�億�2,215�万円�

6�億�3,005�万円� △�780�万円� △�1.3�％�

4�億�533�万円� △�866�万円� △�2.1�％�
3�億�9,667�万円�

4�億�9,232�万円� △�9,565�万円� △�19.4�％�

1�億�5,859�万円� 10�億�5,216�万円� 663.4�％�
12�億�1,075�万円�

1�億�5,859�万円� 10�億�5,216�万円� 663.4�％�

249�万円� △�3�万円� △�1.2�％�
246�万円�

249�万円� △�3�万円� △�1.2�％�

6�億�6,184�万円� 6�億�8,873�万円� △�2,689�万円� △�3.9�％�

229�億�6,494�万円� 45�億�3,601�万円� 19.8�％�
275�億�0,0�95�万円�

250�億�7,853�万円� 24�億�2,242�万円� 9.7�％�

企業会計�（�水道事業�）�

計�

国 民 健 康 保 �険�

老 人 保 �健�

介　護　保　�険�

簡 易 水 道 事 �業�

農業集落排水事業�

公共下水道事�業�

高 富 財 産 �区�

一 般 会 計 �

会 計 名 � 平成�16�年度� 平成�15�年度� 比　　　較� 増　減　率�

特�
　�
別�
　�
会�
　�
計�

※上段斜体文字は�、旧�3�町村等の繰越分�（�未払分�）�を除いた歳出予算額等�

FAX



市民個人税�
33.9％�

市民法人税�
4.6％�

償却資産�
12.1％�

市税�
27億4,692万円�
（15.6％）�

固定資産税�
54.5％�

土地�
16.4％�

建物�
26.0％�

たばこ税�
軽自動車税�
その他�
7.0％�

繰入金�
14億5,669万円�
（8.3％）�

その他�
5億5,788万円�
（3.2％）�

地方交付税�
41億円�
（23.3％）�国・県支出金�

18億9,196万円�
（10.8％）�

自主財源�
47億6,149万円�
　　　（27.1％）�

依存財源�
128億851万円�
（72.9％）�

市債�
60億4,440万円�
（34.4％）�

地方譲与税�
各種交付金�
7億7,215万円�
（4.4％）�

175億7,000万円�
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個
人
市
民
税
の
均
等
割
は
、
現
在
二

千
円
で
す
が
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
来
年
度
は
三
千
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
軽
自
動
車
税
の
伸
び
を
見
込

む
も
の
の
、
市
税
全
体
と
し
て
は
約

三
％
減
少
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。新

し
く
創
設
さ
れ
た
「
所
得
譲
与

税
」
と
し
て
五
千
百
七
十
九
万
円
計
上

す
る
ほ
か
、
新
し
く
発
生
す
る
「
配
当

割
交
付
金
」
と
「
株
式
等
譲
渡
所
得
割

交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

百
五
十
万
円
と
百
五
十
万
円
を
新
た
に

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
方
、「
地
方
特

例
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
一
七
・

四
％
の
減
少
を
見
込
む
と
と
も
に
、
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税

と
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
て
四
億
円
の

減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
の
「
合
併
市
町
村
補
助
金
」
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
額
の
一
億
円
、

県
の
「
合
併
支
援
交
付
金
」
に
つ
い
て

は
、
四
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

基
金
の
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、「
財

政
調
整
基
金
」
を
八
億
七
千
五
百
万

円
、「
減
債
基
金
」
を
四
億
円
と
す
る

一
方
、「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
」

等
の
特
定
目
的
基
金
の
取
崩
額
は
、
前

年
度
よ
り
も
減
額
さ
せ
て
い
ま
す
。

市
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
計
画

等
の
伸
び
率
を
勘
案
し
、「
臨
時
財
政

対
策
債
」
を
前
年
度
よ
り
三
億
円
少
な

い
七
億
円
計
上
し
て
い
る
一
方
、
重
要

事
業
の
実
施
に
伴
い
、「
合
併
特
例
債
」

を
二
十
三
億
七
千
九
百
五
十
万
円
、

「
過
疎
対
策
債
」
を
十
一
億
三
千
九
百

十
万
円
、
来
年
度
新
た
に
創
設
さ
れ
る

「
地
域
再
生
事
業
債
」
を
二
億
円
計
上

し
て
い
ま
す
。

歳
入
予
算
に
つ
い
て

★その他「5億5,788万円」の内訳
分担金及び負担金 1億2,610万円
使用料及び手数料 1億7,912万円
諸収入 1億4,574万円
繰越金 1億円
財産収入 692万円
寄附金 0万円

◎地方交付税
所得税、法人税など、国が徴収

した税金の中から、市町村の財政
状況に応じて一定の計算ルールに
基づいて交付されるもの

一般会計歳出予算の内訳
※（ ）内の数値は構成比

市税の内訳



議会費�
1億8,556万円�
　　　（1.1％）�

総務費�
40億7,383万円�
　　（23.2％）�

175億7,000万円�

175億7,000万円�

民生費�
28億3,407万円�
（16.1％）�

　　　公債費�
23億1,645万円�
　（13.2％）�

労働費�
305万円�
（0.0％）�
予備費�
2,802万円�
（0.2％）�

教育費�
29億6,006万円�
（16.8％）�

消防費�
13億3,910万円�
（7.6％）�

土木費�
16億5,241万円�
（9.4％）� 農林水産業費、商工費�

12億4,063万円（7.1％）�

衛生費�
9億3,682万円�
（5.3％）�

その他�
3億7,746万円�
（2.2％）�

繰出金�
10億865万円�
（5.7％）�

補助費�
9億8,459万円（5.6％）�

人件費�
32億19万円�
（18.2％）�

義務的経費�
63億4,986万円�
　　　（36.2％）� 扶助費�

8億3,322万円�
（4.8％）�

公債費�
23億1,645万円�
（13.2％）�

物件費�
23億7,642万円（13.5％）�
※市の事務処理施設�
　維持などの経費�

その他経費�
47億4,712万円�
（27.0％）�

普通建設事業費�
64億7,302万円�
（36.8％）�
※道路、学校、庁�
　舎など公用又�
　は公共用施設�
　の整備費�

　　投資的経費�
64億7,302万円�
（36.8％）�

※市債の�
　償還金など�
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◎扶助費
障害者・高齢者・児童福祉、生活保護など
の社会保障として、法令等に基づいて支出す
る経費

◎補助費
各種団体等への補助金や負担金など行政目
的達成の他へ支出する経費

◎繰出金
市の他会計へ支出する会計間での経費

★その他「3億7,746万円」の内訳
●維持補修費（施設等の修繕費） 9,400万円
●積立金 1億7,937万円
（将来に備えて基金の積立をする経費）
●投資及び出資金 1,571万円
（公社等へ出資する経費）
●貸付金 6,036万円
●予備費 2,802万円

一般会計歳出予算の内訳（目的別）

下
の
グ
ラ
フ
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
が
、「
地
域
情
報
化

事
業
」
と
「
防
災
行
政
無
線
」
の
本
格
的
な
着
手
に
よ
り
、

「
総
務
費
」
と
「
消
防
費
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
性
質
別

の
内
訳
に
お
い
て
も
「
普
通
建
設
事
業
費
」
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
経
常
経
費
の
削
減
等
に
よ
り
「
人
件
費
」「
物
件

費
」
等
が
減
少
し
て
い
る
一
方
、「
公
債
費
」
が
増
加
し
、

特
別
会
計
に
お
け
る
公
債
費
の
増
加
に
伴
い
「
繰
出
金
」
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
主
な
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て

三
位
一
体
改
革

地方分権を進めるに当たって「国から地方へ
の税源移譲」「国庫補助負担金の削減」「地方交
付税の見直し」を一体的に行うものです。骨太
の方針第3弾においては、その骨子として、2006年度までに
①公共事業を含め4兆円程度を目処に補助金を廃止・縮減する。
②地方交付税の総額を抑制し財源保障機能を縮小する。
③削減される補助金のうち、義務的経費は徹底的な効率化を図
った上で全額、その他は8割程度を目安に税源移譲する。
④税源移譲は基幹税を基本として行う。
こととなっています。

上記④に基づき、所得税の一部が暫定的に国から地方へ移譲さ
れます。

公立保育所の運営費については、従来は国の基準額の1／2を
国が、1／4を県が負担し、残りを利用者と市町村が負担してき
ました。今般、上記①に基づいて、この制度が廃止されて地方交
付税で算入されるようになったため、市町村はより自由な運営が
できるようになっていくことが期待されています。

国・地方ともに極めて厳しい財政状況下、地方交付税の大幅な
削減が実施されています。こうした中、地方財源の不足に対処す
るため、平成13年度には特例的に発行可能な地方債（臨時財政
対策債）制度ができましたが、平成16年度においてはこれを合わ
せて約12％削減されます。これらの影響により、山県市において
は合わせて7億円減少する額を予算化しています。

上記の大幅な削減による財源不足を解消するため、地方単独の
基盤整備等に発行できる地方債で、平成16年度から創設されま
す。

所得譲与税

と

と

公立保育所の

国・県負担金

の廃止と一般

財源化

「地方交付税

の削減」と

「臨時財政対

策債」

地域再生事業

債

地方財政、いまどきの言葉一口解説

一般会計歳出予算の内訳（性質別）
※（ ）内の数値は構成比
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（
予
算
編
成
方
針
）

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
経

常
経
費
の
更
な
る
縮
減
に
心
掛
け

る
一
方
、
均
衡
あ
る
市
の
発
展
を

目
指
し
た
重
要
事
業
へ
重
点
配
分

し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
と
し

て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

（
予
算
の
五
本
柱
）

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
安
ら
か
で
快
適
な

二
十
一
世
紀
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
五

つ
の
基
本
方
針
」
を
念
頭
に
、
来

年
度
実
施
す
べ
き
事
業
へ
重
点
的

に
配
分
し
ま
し
た
。

「
健
や
か
で
安
ら
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
「
き
め
の
細
か
い
施

策
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

「
便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
将
来
を
見
越
し
た

基
盤
づ
く
り
に
重
点
的
に
取
り
組

む
一
方
、
身
近
な
利
便
性
に
も
配

慮
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。「豊

か
で
美
し
い
自
然
を
守
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
市

の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
「
豊
か

な
森
林
・
清
流
」
と
い
う
自
然
環

境
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
間
伐
を

農道整備・かんがい排水工事 他 9,292万円 0億5,479万円

林道開設事業 2億4,486万円 1億9,302万円
（椿野～はじかみ線、高田～斧田線）

有害鳥獣対策事業 405万円 0億0,705万円

地域振興イベント負担金 1,600万円 0億2,400万円

鳥羽川サイクリングロード整備事業（H17年完成） 6,000万円

高富中学校建築整備事業 7,986万円 09億1,396万円

［※債務負担　H17 13億7,094万円］

文化の里整備事業 3億5,220万円 05億4,668万円
（［仮称］文化会館建築等）

文化の里連絡橋設計委託 2,737万円

　　254万円　　615万円

【
市
長
提
案
説
明
（
要
約
抜
粋
）】

高富中学校完成イメージ図
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実
施
す
る
ほ
か
、
林
道
整
備
も
進

め
て
い
き
ま
す
。「
活
力
あ
ふ
れ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め

の
基
盤
整
備
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
農
林
商
工
業
に
お
け
る
地
場

産
業
の
育
成
・
支
援
、
観
光
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
は
、
子
供
か

ら
大
人
に
至
る
ま
で
の
生
涯
教
育

の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

高齢者元気生活支援事業 948万円 0億1,306万円

高齢者いきいき推進券配布事業 1,399万円
（H16．1～）

児童みちくさクラブ事業 1,421万円

フッ化物洗口事業 338万円

防災行政無線整備事業 6億3,470万円

※債務負担　H17 4億6,423億円

公共施設耐震調査事業 1,109万円 0億4,249万円

消防団・消防施設整備 8,672万円 1億2,949万円
（分団詰所・防火水槽整備、消防ポンプ車・可搬ポンプ・積載車購入　他）

一般廃棄物処理施設整備　　

地域情報化事業 25億4,641万円

［※債務負担　H17 7億4,859万円］
（光ファイバーケーブル敷設等）

行政デジタル化事業
3,574万円 1億　319万円

（統合型GIS基本計画策定、道路台帳デジタル化 他）

道路改良工事等 7億2,630万円 5億7,461万円
（用地買収・補償、委託料を含む）

南～八京線道路整備事業 5億1,818万円 3億7,057万円
（事務費含む）

統合簡易水道事業
（伊自良地域、美山地域） 9億3,134万円 8億7,656万円
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※平成16年1月末現在における平成15年度予算執行状況等�

　　 調定…市が収入できる債権を確定した額。（　）内は当該予算に対する比率�

　　 収入…市が実際に収入した額。（　）内は当該予算に対する比率�

中心部　　 内は予算現額の内訳。（　）内は全体予算に対する比率�

収 入�
24.2億円�
（85.2％）�

収 入�
21.3億円�

（68.3％）�

収 入�
11.3億円�

（39.4％）�
調 定�
13.9億円�

（48.4％）�

調定・収入�

41.8億円�

（90.7％）�

収入・調定�

0.7億円�

（2.9％）�

市 税�
28.4億円�
（18.0％）�

その他�
31.2億円�

（19.7％）�

市 債�
23.8億円�
（15.0％）�

地方�
交付税�

46.1億円�
（29.2％）�国・県�

　支出金�
28.7億円�
（18.1％）�

調 定�30.7億円�
（108.1％）�調 定�22.3億円�

（71.5％）�

歳  入�
予算現額�
158.2億円�

　　 負担…市が契約等をして支払う事実が確定した額。（　）内は当該予算に対する比率�

　　 支出…市が実際に支払った額。（　）内は当該予算に対する比率�

中心部　　 内は予算現額の内訳。（　）内は全体予算に対する比率�

支 出�
13.1億円�
（63.3％）�

総務費�
20.7億円�
（13.1％）�

民生費�
29.4億円�

（18.6％）�

土木費�
26.3億円�

（16.6％）�

教育費�
27.9億円�
（17.6％）�

公債費�
18.2億円�
（11.5％）�

支 出�
20.3億円�
（69.0％）�

支 出�
13.6億円�

（51.7％）�

支 出�
16.3億円�
（58.4％）�

支 出�

23.3億円�

（65.3％）�その他�
35.7億円�

（22.6％）�

支出・負担�

9.9億円�

（54.4％）�

負 担�
20.7億円�
（70.4％）�

負 担�14.7億円�（71.0％）�

負 担�
28.2億円�
（79.0％）�

負 担�
21.4億円�

（81.4％）�

負 担�
24.6億円�
（88.2％）�

歳  出�
予算現額�
158.2億円�

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
。
条
例

に
基
づ
き
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
平
成

十
六
年
一
月
末
現
在
に
お
け
る
平
成

十
五
年
度
の
予
算
執
行
状
況
等
で

す
。

一般会計予算成立の変遷　　　予　算　額

当初予算（本格予算） 158億2,000万円

補正予算（第1～2号） 2億8,627万円

補正予算（第3～5号） △2億8,695万円

予算現額（H16．1月末） 158億1,932万円

平
成
十
六
年
一
月
末
現
在
の
調
定

額（
市
の
債
権
と
し
て
確
定
し
た
額
）

は
一
〇
九
億
三
、
六
四
二
万
円（
執

行
率
六
九
・
一
％
）で
、
う
ち
収
入
済

額
は
九
九
億
二
、
八
八
〇
万
円（
収

入
済
率
六
二
・
八
％
）と
な
っ
て
い
て
、

計
画
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で
き
て
い

る
中
、
予
算
未
計
上
の
有
益
な
歳
入

（
三
月
定
例
会
に
て
補
正
予
定
）が
見

込
め
る
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

平成15年度の予算成立状況予算執行状況等

一
般
会
計
の
歳
入
の
状
況

例）市税の場合
①市税の予算額28.4億円は予
算現額 158 . 2 億円のうち
18.0％を占めています。

②市税の予算額28.4億円に対
し、108.3％に当たる30.7億
円を市の債権として確定
（調定）しています。
③市税の予算額28.4億円に対
し、85.2％に当たる24.2億
円については、実際に収入
しています。

円グラフの見方

平
成
十
六
年
一
月
末
現
在
の
支
出

負
担
行
為
額
（
市
が
契
約
等
に
よ
り

支
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
額
）
は

一
一
九
億
四
、
六
三
六
万
円
（
執
行

率
七
五
・
五
％
）
で
、
う
ち
支
出
済

額
は
九
六
億
五
、
三
〇
七
万
円
（
支

出
済
率
六
一
・
〇
％
）
と
な
っ
て
お

り
、
計
画
ど
お
り
執
行
し
て
い
る

中
、
経
費
節
減
に
よ
り
、
大
幅
な
不

用
額
を
見
込
め
る
状
況
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。（
三
月
定
例
会
に
て
補

正
予
定
）

一
般
会
計
の
歳
出
の
状
況
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政

府

資

金

民
間
等
資
金

国 民 健 康 保 険 28億8,901万円
歳入 25億5,715万円 088.5％ 21億7,866万円 075.4％

歳出 22億2,658万円 077.1％ 21億4,335万円 074.2％

老 人 保 健 30億5,894万円
歳入 24億2,353万円 079.2％ 23億9,050万円 078.1％

歳出 24億4,552万円 079.9％ 24億4,071万円 079.8％

介 護 保 険 16億5,628万円
歳入 11億2,222万円 067.8％ 10億5,729万円 063.8％

歳出 10億1,426万円 061.2％ 10億0,962万円 061.0％

簡 易 水 道 事 業 07億9,407万円
歳入 01億9,820万円 025.0％ 01億8,056万円 022.7％

歳出 06億4,933万円 081.8％ 01億3,054万円 016.4％

農業集落排水事業 04億9,041万円
歳入 03億1,450万円 064.1％ 03億0,526万円 062.2％

歳出 03億4,509万円 070.4％ 02億2,686万円 046.3％

公共下水道事業 01億5,744万円
歳入 00億8,987万円 057.1％ 00億4,569万円 029.0％

歳出 01億3,886万円 088.2％ 00億3,705万円 023.5％

高 富 財 産 区 28億8,249万円
歳入 00億0,330万円 132.5％ 00億0,330万円 132.5％

歳出 00億0,153万円 061.4％ 00億0,085万円 034.1％

計 90億4,864万円
歳入 67億0,877万円 074.1％ 61億6,126万円 068.1％

歳出 68億2,117万円 075.4％ 59億8,898万円 066.2％

特別会計名 区分予 算 a 調定・負担b b/a 収入・支出c c/a

特別会計の状況

基金残高の状況

企業会計の状況

地方債の借入残高状況

基　金　名

財 政 調 整 基 金 15億0,451万円

減 債 基 金 12億9,138万円

教育施設整備基金 01億2,176万円

魅力あるまちづくり基金 11億8,406万円

消防施設整備基金 01億8,417万円

地 域 福 祉 基 金 05億4,809万円

国民健康保険基金 05億6,677万円

土 地 開 発 基 金 05億2,600万円

高富財産区調整基金 01億3,492万円

そ の 他 の 基 金 02億9,462万円

合　　　　計 63億3,628万円

資金運用部資金 053億9,389万円 002億1,645万円 027億0,992万円 083億2,026万円

厚 生 年 金 000億3,629万円 000億3,629万円

郵 便 貯 金 001億7,920万円 001億7,920万円

財政投資資金 018億5,165万円 001億6,030万円 007億1,540万円 027億2,735万円

簡易保険局 009億8,630万円 009億8,630万円

005億4,445万円 001億4,670万円 016億6,809万円 023億5,924万円

市 中 銀 行 058億8,660万円 058億8,660万円

市町村共済組合 001億3,745万円 001億3,745万円

市町村振興協会等 003億0,738万円 003億0,738万円

岐 阜 県 000億5,783万円 000億5,783万円

153億8,104万円 005億2,345万円 050億9,341万円 209億9,790万円

現在高 借 入 先 名 一 般 会 計 簡易水道事業 農業集落排水事業 合　　計

収入 2億3,284万円 1億6,511万円 70.9％

収益的収支 支出 2億2,102万円 0億7,661万円 34.7％

差引 0億1,182万円 0億8,850万円

収入 5億3,122万円 5億2,396万円 98.6％

資本的収支 支出 5億6,133万円 4億9,867万円 88.8％

差引 0△3,011万円 2億2,529万円

区　　　　分 予 算 a 執行額b b/a

企業債　　 13億2,413万円企業債残高

合　　　　計

公営企業金融公庫

※水道事業
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［県合併支援交付金］
平成16年度末までに合併した市町村が市町
村建設計画（本市の場合の「新市まちづくり
計画」）に基づいて行う、自主・自立の新し
いまちづくりに対して支援されます。
広域的・効率的行政サービスを行うための

事業、行政格差是正のための事業などに必要
な経費の全額が交付されるもので、本市の場
合は6年間で6億までの交付を受けることが
できます。

合併市町村補助金（1億7,570万円）
文書管理システム導入事業
美山支所改修事業
出先機関端末整備事業
行政情報デジタルマップ化事業
住宅地図システム導入事業
小学校パソコン買取事業
中学校パソコン買取事業
学校TV会議システム導入事業

合併特例債（4億9,070万円）
庁舎等整備事業
合併振興基金積立事業
防災行政無線施設整備事業
消防施設整備事業
げんきはうす整備事業
学校ランチルーム等空調機設置工事
小中学校校内LAN整備工事
高富中学校建築事業
市内小公園整備事業
庁舎進入路整備事業
松尾地内道路改良工事
伊佐美地内道路崩壊防止事業
浦町地内道路改良事業
基盤整備促進事業
県単土地改良事業
ケーブルテレビ整備事業

行政情報化一元事業
市例規集印刷作成
文書管理システム整備
税務関連システム導入
税務地域総合調査
障害者福祉トータルシステム導入
農家・農家台帳整備
林道台帳整備

児童環境格差是正事業
保育園調理室空調機設置
小中学校耐震診断
小学校各種工事
小学校内LAN
児童・生徒防犯ブザー配布

合併記念各種事業
合併記念誌作成
市章決定
合併特別記念公演補助
地域振興イベント
文化の里開館記念イベント

各種行政計画策定事業
市総合計画策定
一般廃棄物計画
都市計画区域拡大調査
都市計画マスタープラン修正

都市行政強化事業
庁舎内窓口環境整備
子供向け・携帯用ホームページ作成
有線テレビ各種備品

県からの支援 国からの支援

［合併市町村補助金］
平成16年度末までに合併した市町村が市

町村建設計画（本市の場合の「新市まちづく
り計画」）に基づいて行う、合併により付加
的に必要となる事業に対して全額が補助され
るもので、本市の場合は3年間で最高3億ま
で受けることができます。

［合併特例債］
平成16年度末までに合併した市町村が市

町村建設計画（本市の場合の「新市まちづく
り計画」）に基づく、特に必要な事業・基金
造成などに対して発行することができる地方
債です。
事業費の概ね95％分を起債でき、将来の

償還金に対して、当該償還金の70％が地方
交付税へ算入される大変有利な地方債です
なお、本市の場合は最高約143.7億の事業

費を対象として、約136.5億円まで発行する
ことができます。

※各種支援額は、平成16年3月1日現在の見込みです。決算時
には多少増減することがあります。

平成15年度県合併支援交付金
合併初年度格差是正事業

1億5,570万円

合
併
支
援
特
集

こ
こ
で
は
、
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
、
国
お
よ
び
県
か
ら
財
政
的
支
援
を
受
け
た
事
業
を
一
覧
表
に
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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家
庭
用
冷
凍
庫
が
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
に

追
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
四

月
一
日
以
降
は
洗
濯
機
、
冷

蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ

と
同
じ
よ
う
に
粗
大
ご
み
と

し
て
収
集
し
ま
せ
ん
。

不
要
と
な
っ
た
冷
凍
庫

は
、
家
電
小
売
店
な
ど
へ
引

き
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
と
収
集
運
搬
料
金
の
負
担

が
生
じ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

料
金
に
つ
い
て
は
、
家
電

小
売
店
な
ど
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

環
境
衛
生
課22

・
6
8
2
8

アップライト形

チェスト形 引き出し形
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校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
そ
し
て

西
武
芸
保
育
園
年
長
園
児
の
鼓

笛
演
奏
に
合
わ
せ
て
山
県
高
校

一
、
二
年
生
生
徒
や
、
地
元
住

民
約
五
百
人
が
渡
り
初
め
を
行

い
ま
し
た
。

岐
阜
市
岩
野
田
か
ら
通
う
山

県
高
校
二
年
の
佐
藤
悠
太
君

は
、「
橋
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り

十
分
ぐ
ら
い
通
学
時
間
が
短
く

な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
通
学

が
少
し
楽
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
四
月
一
日
の
合
併
を
目

標
と
し
て
い
る
高
富
町
・
伊
自

良
村
・
美
山
町
商
工
会
は
、
三

月
八
日
に
市
長
へ
合
併
認
可
申

請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
三
町
村
商
工
会
長

は
市
長
を
訪
ね
こ
れ
ま
で
の
経

緯
な
ど
を
説
明
し
、
申
請
書
を

提
出
。
新
商
工
会
長
に
は
、
高

富
商
工
会
の
宇
野
實
雄
会
長
が

就
任
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

美
山
地
域
の
岩
佐
地
区
と
中

洞
地
区
を
結
ぶ
橋
「
若
鮎
橋
」

が
こ
の
た
び
完
成
し
、
三
月
七

日
に
開
通
式
と
渡
り
初
め
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
、
山
や
川
な
ど
地

形
的
な
問
題
に
よ
っ
て
交
流
が

遅
れ
て
い
る
都
道
府
県
間
や
市

町
村
間
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行

う
、
国
の
「
交
流
ふ
れ
あ
い
ト

ン
ネ
ル
橋
梁

り
ょ
う

整
備
事
業
」

の
事
業
採
択

を
受
け
、
平

成
十
年
に
着

工
し
、
総
事

業
費
四
億

九
千
三
百

万
円
を
か
け

て
の
完
成
と

な
り
、
長
さ

百
十
六
　
、

幅
九
　
で
車

道
二
車
線
、

歩
道
付
き
と

な
っ
て
い
ま

す
。開

通
式

の
終
了
後
に

テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
山
県
高
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

二
月
二
十
二
日
、
大
桑
地
区

の
市
場
で
実
施
し
て
い
る
発
掘

調
査
の
現
地
説
明
会
を
市
教
育

委
員
会
が
行
い
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
に
は
大
桑
地
区

の
住
民
約
五
十
人
が
参
加
。
市

教
育
委
員
会
職
員
か
ら
こ
れ
ま

で
に
出
土
し
た
し
た
土
器
や
陶

器
、
戦
国
時
代
の
町
並
み
に
つ

い
て
の
解
説
を
受
け
ま
し
た
。

大
桑
地
区
は
、
戦
国
時
代
に

斎
藤
道
三
と
抗
争
を
繰
り
広
げ

た
守
護
大
名
土
岐
氏
が
「
大
桑

城
」
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て

い
た
場
所
。
教
育
委
員
会
で
は

当
時
の
城
下
の
遺
跡
を
発
掘
調

査
し
、
所
在
を
明
ら
か
に
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
発
掘
調
査
で
は
、
弥
生

時
代
後
期
の
土
器
も
出
土
し
こ

の
地
に
は
そ
の
時
代
か
ら
ム
ラ

が
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
地

元
の
歴
史
に
つ
い
て
興
味
深
そ

う
に
解
説
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

商
工
会
の
合
併

若鮎橋開通

大
桑
市
場
遺
跡

発
掘
現
場
の

説
明
会
を
開
催

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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の
先
生
が
登
場
し
、
自
分
の
学

校
の
福
祉
教
育
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
た
ほ
か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
た
阪
野
貢
中
部

学
院
大
学
教
授
を
交
え
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
大
会
に

は
学
校
関
係
者
の
ほ
か
、
自
治

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
代

表
者
が
参
加
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト

ら
の
や
り
と
り
に
熱
心
に
耳
を

か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

三
月
二
日
、
子
供
た
ち
の
福

祉
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

学
習
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
、

山
県
市
福
祉
教
育
研
究
大
会

（
主
催
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

が
、
美
山
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
市
内
小
中
学
校
か
ら
四
名

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
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★

二
月
二
十
二
日
、
市
の
P
T

A
関
係
者
約
百
五
十
人
が
出
席

し
て
、
美
山
中
央
公
民
館
で
人

権
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

中
日
新
聞
社
の
小
出
宣
昭
取
締

役
編
集
局
長
が
、「
記
者
か
ら

見
た
日
本
」
と
し
て
、
長
い
海

外
勤
務
の
経
験
か
ら
感
じ
た
日

本
人
と
外
国
人
の
考
え
方
の
違

い
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
講
演
の
前
に
高
富
少
年

少
女
合
唱
団
と
高
富
コ
ー
ル
バ

ル
ー
ン
が
合
唱
を
披
露
し
、
出

席
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び

ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
福
祉
を

ど
う
教
え
る
か

こ
れ
か
ら
大
流
行

三
月
十
一
日
、
市
内
各
中
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
三
百

五
十
七
名
の
卒
業
生
（
高
富
中

二
百
二
十
二
名
、
伊
自
良
中
四

十
四
名
、
美
山
中
九
十
一
名
）

が
そ
れ
ぞ
れ
の
母
校
を
巣
立
っ

て
行
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
高
富
中
学
校
で

は
、
在
校
生
や
来
賓
ら
が
見
守

る
中
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に

校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
、
卒
業
生
は
緊
張
し
な

が
ら
も
三
年
間
の
思
い
出
を
か

み
し
め
る
よ
う
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。
式
終
了
後
、
卒
業
生

た
ち
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
見

送
り
に
で
た
大
勢
の
在
校
生
の

列
の
中
を
通
っ
て
、
思
い
出
深

い
学
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

―
お
年
寄
り
の
健
康
維
持
の
た

め
普
及
さ
せ
よ
う
―

山
県
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
「
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
の
講

習
会
を
二
月
十
八
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
の
間
に
合
計
十
四
回

行
い
ま
し
た
。

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
の
ス
ティ
ッ
ク
で
球
を
打
ち

四
メ
ー
ト
ル
先
の
得
点
が
書
か

れ
た
穴
を
狙
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

参
加
者
は
、
ル
ー
ル
説
明
な

ど
を
受
け
て
か
ら
実
際
に
競
技

に
挑
戦
。
球
が
高
得
点
の
穴
に

入
る
た
び
に
笑
い
声
や
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

『
人
権
』
に
つ
い
て考

え
る
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昭
和
五
十
二
年
五
月
か
ら
平
成
三
年

三
月
ま
で
高
富
町
農
業
協
同
組
合
組
合

長
を
、
ま
た
昭
和
五
十
九
年
五
月
か
ら

平
成
三
年
五
月
ま
で
岐
阜
県
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
理
事
な
ど
多
く
の
農

業
関
係
団
体
役
員
を
歴
任
さ
れ
た
、
故

杉
山
正
雄
氏
に
こ
の
た
び
「
従
六
位
」

の
叙
位
の
栄
が
あ
り
、
岐
阜
県
農
林
水

産
局
管
理
室
長
か
ら
ご
遺
族
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
で
長
男
の
道
雄
さ
ん
は
、

「
故
人
も
喜
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
支
援
を
う
け
て
仕

事
を
続
ら
れ
た
お
か
げ
で
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
、
み
や
ま
の

森
に
炭
焼
釜
が
完
成
し
、

二
月
十
二
日
に
竹
炭
づ
く

り
の
講
習
会
を
開
催
し

て
、
初
焼
き
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
講
習
会
は
美
山

町
森
林
組
合
が
主
催
し
、

県
職
員
二
人
を
講
師
に
招

き
、
地
域
住
民
約
二
十
五

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

十
二
日
に
火
入
れ
を
行

い
二
十
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
工
程
を
行
い
ま
し
た
。

釜
を
開
く
ま
で
完
成
度

が
わ
か
ら
ず
、
参
加
者
ら

も
緊
張
し
な
が
ら
釜
開
き

を
行
い
ま
し
た
が
、
受
講

生
の
遠
藤
敏
雄
さ
ん
が

「
先
生
の
指
導
の
お
か
げ

で
上
手
に
で
き
た
し
、
思

っ
た
以
上
に
た
く
さ
ん
で

き
た
。
受
講
生
み
ん
な
で

団
結
し
て
で
き
た
こ
と
が

何
よ
り
う
れ
し
い
」
と
語

っ
た
よ
う
に
受
講
生
に
と

っ
て
予
想
以
上
の
出
来
ば

え
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

元
岐
阜
県
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事

故
・
杉
山
正
雄
氏
に
「
従
六
位
」

こ
の
ほ
ど
名
古
屋
市
東
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
全

東
海
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出

場
し
た
心
想
流
空
手
道
連
盟
山

県
総
本
部
所
属
の
森
理
靖
さ
ん

は
、
一
般
60
kg
級
で
三
位
に
入

賞
し
、
十
月
に
神
奈
川
県
川
崎

市
で
行
わ
れ
る
全
日
本
選
手
権

の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

心
想
流
空
手
道
は
寸
止
め
で
な

い
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
の
空
手
。

森
さ
ん
は
現
在
大
会
に
向
け
て

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

竹
炭
づ
く
り
の

講
習
会

全
東
海
空
手
道

選
手
権
大
会
で
入
賞

山
県
市
食
生
活
改
善
連
絡
協

議
会
（
平
野
眞
智
子
会
長
）は
、

三
月
二
日
、
山
県
市
保
健
福
祉

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
飼
料
に

ヨ
モ
ギ
や
ビ
タ
ミ
ン
E
を
多
く

取
り
入
れ
て
育
成
し
た
「
け
ん

と
ん
」
と
い
う
豚
を
食
材
に
使

い
、
畜
産
物
料
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
岐
阜
地
域
畜

産
振
興
会
か
ら
補
助
を
受
け
て

行
っ
た
も
の
で
、
市
内
か
ら
五

十
六
人
が
参
加
。
健
康
な
豚
と

い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
た

「
け
ん
と
ん
」
を
使
っ
て
三
つ

葉
の
肉
巻
揚
げ
な
ど
四
種
類
を

作
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
普
通
の
豚
肉
よ

り
柔
ら
か
い
」
と
か
「
臭
み
が

な
い
」
と
け
ん
と
ん
に
つ
い
て

の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

け
ん
と
ん
を
使
っ
た

料
理
を
作
り
ま
し
た
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春
で
す
。
こ
う
暖
か
い
と
外
に
出
て

パ
ッ
と
飛
び
回
り
た
い
気
分
に
な
り
ま

す
ね
。

こ
ん
な
時
が
要
注
意
。
浮
か
れ
た
は

ず
み
で
道
路
に
飛
び
出
し
交
通
事
故
に

あ
っ
て
し
ま
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
の
な

い
よ
う
に
気
を
引
き
締
め
て
春
を
満
喫

し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
る
人
は
知
っ
て
い
る
。

自
転
車
は
車
の
仲
間
。
だ
か
ら
、
車

の
決
ま
り
を
守
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

ん
だ
。
お
酒
を
飲
ん
で
自
転
車
を
運
転

し
た
ら
「
飲
酒
運
転
」。
お
ま
わ
り
さ

ん
に
捕
ま
っ
ち
ゃ
う
ぞ
。

横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
人

や
自
転
車
が
い
る
と
き
は
、
車
は
停
止

線
で
止
ま
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
。

守
ら
な
い
と
横
断
歩
行
者
等
の
妨
害
で

普
通
車
で
反
則
金
九
千
円
、
点
数
は
二

点
減
点
。

一
般
道
路
で
の
最
高
速
度
は
、
自
動

車
は
時
速
六
十
キ
ロ
、
原
付
自
転
車
は

時
速
三
十
キ
ロ
。

守
っ
て
る
？
も
ち
ろ
ん
速
度
指
定
の

あ
る
道
路
で
は
、
標
識
の
速
度
を
超
え

な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

広
報
や
ま
が
た
三
月
号
で
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

十
二
ペ
ー
ジ
「
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
」

【
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
】
の
八
行
目
（
誤
）
三
月
下
旬→

（
正
）
四
月

【
保
険
料
納
付
の
免
除
お
よ
び
学
生

納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
方
】
の

〈
全
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る
方
〉

の
五
行
目
（
誤
）
三
月
下
旬
に
平
成
十

六
年
七
月
分
か
ら
九
月
分→

（
正
）
七

月
に
平
成
十
六
年
七
月
分
か
ら
平
成
十

七
年
三
月
分

〈
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る
方
〉

の
五
行
目
（
誤
）
三
月
下
旬→

（
正
）

四
月
、
同
じ
く
七
行
目
（
誤
）
平
成
十

六
年
七
月
分
か
ら
九
月
分→

（
正
）
七

月
に
平
成
十
六
年
七
月
分
か
ら
平
成
十

七
年
三
月
分

〈
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
て
い

る
方
〉
の
五
行
目
（
誤
）
三
月
下
旬→

（
正
）
四
月

■
交
通
安
全
豆
知
識

そ
の
1

そ
の
3

そ
の
2

訂
正
と
お
詫
び

一 時 停 止�
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■ 問い合わせ先　　健康課　　22・6839

歯
の
表
面
で
は
、
食
事
の
た
び
に

「
脱
灰

だ
っ
か
い

」
と
「
再
石
灰

さ
い
せ
っ
か
い

化か

」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
脱
灰
」
と
「
再
石
灰
化
」
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
「
脱
灰
」
の
方
向
に
傾

け
ば
む
し
歯
が
進
行
し
ま
す
。

脱
灰食

物
に
よ
っ
て
だ
液
や
プ
ラ
ー
ク

（
歯
垢こ

う

）
が
酸
性
に
傾
く
と
、
歯
か
ら

だ
液
中
に
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ

ル
が
溶
け
出
し
ま
す
。

こ
の
現
象
を
「
脱
灰
」
と
言
い
ま

す
。

再
石
灰
化

酸
性
に
傾
い
た
お
口
の
中
は
、
そ
の

後
唾
液
の
働
き
に
よ
っ
て
中
和
さ
れ
、

だ
液
中
に
溶
け
出
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
が
、

再
び
歯
の
表
面
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
現
象
を
「
再
石
灰
化
」
と
言
い

ま
す
。

フ
ッ
素

は
、
こ
の
再

石
灰
化
を
促

進
し
、
固
い

丈
夫
な
歯
を

作
り
ま
す
。

生
涯
を
通
し
て
自
分
の
歯
で
か
ん
で

食
事
が
で
き
る
事
は
、
心
や
体
に
も
良

い
影
響
を
与
え
、
健
康
で
生
き
甲
斐
の

あ
る
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
た
い
へ
ん

重
要
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
現
実
に
は
、
む
し
歯
や
歯
周

病
に
よ
っ
て
多
く
の
人
が
歯
を
失
い
、

八
十
歳
で
二
十
本
の
歯
を
残
す
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
歯
を
失
う
原
因
の
第
一
位

で
あ
る
「
む
し
歯
」
の
原
因
と
そ
の
予

防
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

む
し
歯
は
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
る
の
？

脱
灰

再
石
灰
化

フッ素�

フッ素�
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【紅茶0.5～1.0】�

【にんじん0.5】�

【いわし8～19.2】�

【緑茶（浸出液）0.1～0.7】�
�

【りんご0.2～0.8】�
�

【海藻2.3～14.3】� （単位：PPM）�

「
脱
灰
」
を
抑
え
て
、「
再
石
灰
化
」

の
力
を
高
め
る
工
夫
を
す
れ
ば
む
し
歯

を
予
防
で
き
ま
す
。

●
規
則
正
し
い
食
生
活
に
よ
っ
て
「
脱

灰
」
の
回
数
、
時
間
を
少
な
く
す
る

こ
と
（
だ
ら
だ
ら
食
べ
な
い
）

●
上
手
な
歯
み
が
き
に
よ
っ
て
プ
ラ
ー

ク
（
歯
垢
）
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

こ
と

●
フ
ッ
化
物
を
応
用
す
る
こ
と
（
フ
ッ

素
塗
布
、
フ
ッ
素
洗
口
の
実
施
、
フ

ッ
素
入
り
歯
み
が
き
剤
の
利
用
）

●
だ
液
の
働
き
を
活
発
に
す
る
こ
と

（
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
）

●
む
し
歯
菌
の
量
を
減
ら
す
こ
と
（
ミ

ュ
ー
タ
ン
ス
菌
を
減
ら
す
甘
味
料

﹇
キ
シ
リ
ト
ー
ル
﹈
を
利
用
す
る
）

む
し
歯
予
防
に
効
果
の
あ
る
フ
ッ
素

（
フ
ッ
化
物
）
に
は
次
の
よ
う
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。

①
エ
ナ
メ
ル
質
に
働
き
か
け
て
歯
の
質

を
丈
夫
に
し
ま
す
。

②
一
度
脱
灰
し
た
部
分
の
再
石
灰
化
を

促
進
し
て
、
で
き
は
じ
め
の
む
し
歯

を
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
口
の
中
の
細
菌
の
働
き
を
弱
め
、
酸

が
作
ら
れ
る
の
を
抑
え
て
く
れ
ま
す
。

①
フ
ッ
素
歯
面
塗
布

幼
児
を
対
象
に
、
歯
科
医
師
や
歯

科
衛
生
士
が
、
歯
に
直
接
フ
ッ
素
を

塗
る
簡
単
な
方
法
で
、
効
果
に
優
れ

て
い
ま
す
。
市
が
実
施
す
る
「
は
み

が
き
け
ん
し
ん
」
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。

②
フ
ッ
素
洗
口

フ
ッ
素
を
含
む
水
溶
液
を
口
に
含

み
、
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
を
す
る
方
法

で
す
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師
の

指
示
を
受
け
て
各
家
庭
で
行
い
ま
す

が
、
保
育
園
、
学
校
な
ど
で
一
斉
に

実
施
す
る
と
と
て
も
効
果
的
な
方
法

で
す
。

今
年
度
か
ら
市
内
の
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
中
学
校
に
お
い
て
希
望
者

を
対
象
に
実
施
す
る
予
定
で
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
施
設
ご
と
に
フ

ッ
素
洗
口
の
効
果
や
安
全
性
、
実
施

方
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

③
フ
ッ
素
入
り
歯
み
が
き
剤

「
フ
ッ
素
配
合
」
と
表
示
の
あ
る

歯
み
が
き
剤
を
使
う
こ
と
は
、
だ
れ

も
が
手
軽
に
で
き
る
フ
ッ
素
利
用
の

方
法
で
す
。

①
フ
ッ
素
は
自
然
界
に
広
く
存
在
す
る

も
の
で
、
人
間
の
体
の
中
や
動
物
、

植
物
中
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
フ
ッ
素
の
大
量
摂
取
に
よ
る
急
性
中

毒
や
慢
性
的
な
過
剰
摂
取
に
よ
る
歯

の
フ
ッ
素
症
や
骨
フ
ッ
素
症
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
、
適
正
に
使

用
さ
れ
る
フ
ッ
素
に
よ
っ
て
、
健
康

状
態
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
フ
ッ
素
の
む

し
歯
予
防
効
果
と
安
全
性
の
研
究
結

果
に
基
づ
い
て
、
平
成
十
五
年
一
月

に
「
フ
ッ
化
物
洗
口
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
定
め
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
普
及
を

図
っ
て
い
ま
す
。

む
し
歯
予
防
に
効
果
が
あ
る

フ
ッ
素
（
フ
ッ
化
物
）
と
は

フ
ッ
素
（
フ
ッ
化
物
）
を
応
用

し
た
む
し
歯
予
防
方
法
と
は

む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

フ
ッ
素
（
フ
ッ
化
物
）
は
安
全
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「
運
動
し
た
い
け
ど
一
緒
に
運
動
す

る
仲
間
が
い
な
い
し
、
な
か
な
か
続
け

ら
れ
な
い
…
」「
運
動
な
ん
て
や
っ
た
こ

と
な
い
し
…
」
と
た
め
ら
っ
て
い
る
方
、

�
健
康
運
動
講
座
�
は
、
体
質
改
善
、

筋
力
ア
ッ
プ
、
健
康
度
・
体
力
の
向
上

な
ど
と
と
も
に
、
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

も
目
指
し
ま
す
。

講
師
は
県
内
各
地
で
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ

の
「
ス
タ
ジ
オ
ヂ
ー
ニ
ア
ス
」
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
先
生
た
ち
。

初
級
レ
ベ
ル
か
ら
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
楽
し
く

運
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
動
し
て
い
る
方
も
、
し
た
こ
と
の

な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

今
か
ら
で
も
動
い
て

ス
リ
ム
に
！
　
健
康
に
！！

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

健
康
課
　
　
22
・
6
8
3
9

◆
会
場
・
日
程

山
県
市
総
合
体
育
館
（
高
木
）

毎
月
第
二
木
曜
日

美
山
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
（
笹

賀
）

毎
月
第
四
木
曜
日

※
月
一
回
ま
た
は
二
回
の
参
加

が
可
能
で
す
。

山
県
市
総
合
体
育
館
（
高
木
）

毎
月
第
三
木
曜
日

※
対
象
者
は
、
平
成
十
四
年
度

ま
た
は
十
五
年
度
に
運
動
講

座
に
参
加
さ
れ
た
方

◆
時
間午

前
九
時
四
十
五
分
〜

十
一
時
四
十
五
分

◆
定
員八

十
名
（
先
着
順
）

◆
参
加
費

無
料

◆
内
容講

話
と
実
技
（
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
ダ
ン
ス
を
中
心
に
）

◆
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内

運
動
靴
・
筆
記
用
具
・
水
ま
た

は
お
茶
・
タ
オ
ル
等

◆
申
込
方
法

四
月
五
日
（月）
か
ら
四
月
三
十

日
（金）
の
間
（
平
日
　
八
時
三
十

分
〜
十
七
時
十
五
分
）
に
、
健

康
課
へ
お
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
い
日
程
表
は
初
回
の
講
座

の
と
き
に
お
渡
し
し
ま
す
。

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病

等
で
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
に

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
一
回
　
五
月
二
十
日

第
一
回
　
五
月
十
三
日

第
一
回
　
五
月
二
十
七
日

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

基
礎
コ
ー
ス

★
お
願
い
★
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こ
の
ほ
ど
市
内
の
青
少
年

団
体
Y
A
C
C
が
、
山
形
県

山
形
市
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

と
交
流
会
を
行
い
、
そ
の
も

よ
う
が
広
報
紙
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

私
た
ち
青
少
年
団
体
「
Y
A

C
C
」
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
と
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
旧
美
山
町
を
中
心
に
活
動

を
展
開
し
て
来
ま
し
た
。
し
か

し
、
町
村
合
併
に
よ
り
、
こ
れ

か
ら
は
山
県
市
の
団
体
と
し
て

活
動
を
し
て
行
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
年
の
二
月
十
四
〜
十
五
日

に
実
施
し
た
国
内
研
修
会
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
活
動
を

理
解
し
て
も
ら
え
る
に
は
、
ど

の
様
な
活
動
が
良
い
か
を
検
討

す
る
た
め

に
先
進
地

を
視
察
し

ま
し
た
。

今
回
の

訪
問
先

は
、
や
ま

が
た
の
大

先
輩
「
山

形
市
」
の

ま
ち
づ
く
り
団
体
「
山
形
五
堰
（
せ

き
）
の
流
れ
を
考
え
る
会
」
で
す
。
こ

の
団
体
は
山
形
県
山
形
市
の
寺
町
地
区

に
住
む
皆
さ
ん
で
、
出
迎
え
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
会
長
さ
ん
の
お
米
屋
さ
ん

や
料
亭
の
ご
主
人
、
退
職
さ
れ
た
先

生
、
建
築
士
な
ど
六
名
の
方
で
し
た
。

我
々
Y
A
C
C
の
メ
ン
バ
ー
六
人
と

は
、
年
齢
的
に
も
倍
以
上
の
開
き
も
あ

り
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お
互

い
の
活
動
内
容
を
話
し
合
う
う
ち
に
、

皆
さ
ん
の
気
さ
く
な
人
柄
、
や
さ
し
い

口
調
で
、
緊
張
も
解
け
意
見
の
交
換
も

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
形
市
の
地
域
の
景
観
、
環
境
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
民
自
ら
活

動
を
始
め
た
の
が
団
体
の
発
足
だ
そ
う

で
す
が
、「
い
ま
地
域
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
景
観
や
環
境
を
守

っ
て
い
く
子
供
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
に

伝
え
て
い
く
の
か
」「
自
分
た
ち
の
地

域
だ
け
で
は
な
く
、
流
域
全
体
の
環
境

を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
」な
ど
、
活
動
事
例
を
踏
ま

え
て
、お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
み
え
る
た
め
討
論
は
絶
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
目
的
が
一
つ
「
地
域

を
守
っ
て
い
く
こ
と
」、
こ
の
こ
と
に
違

い
な
い
こ
と
が
、
団
体
が
長
く
続
い
て

い
る
秘
訣
（
ひ
け
つ
）
だ
そ
う
で
す
。

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
熱
意
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
の
Y
A
C
C
の
活
動
に
も
、
考
え

方
な
ど
が
大
変
参
考
に
な
る
研
修
会
で

し
た
。

山
形
五
堰
の
保
存
と
よ
り
良
い
親
水

空
間
づ
く
り
。
堰
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

運
動
や
山
形
五
堰
で
小
学
生
に
よ
る
水

生
生
物
調
査
や
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

山
形
五
堰

堰
と
呼
ば
れ
る
五
つ
の
農
業
用
水
路

の
総
称
で
、
現
在
も
市
街
地
に
残
る
農

地
と
下
流
域
の
農
地
を
潤
す
水
路
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
水

路
が
市
街
地
を
網
の
目
の
よ
う
に
流
れ

る
の
は
全

国
的
に
も

め
ず
ら
し

く
、
「
山

形
五
堰
」

は
山
形
市

の
特
徴
に

な
っ
て
い

ま
す
。

山
形
県
山
形
市

「
山
形
五
堰
の
流
れ
を

考
え
る
会
」
の
活
動
内
容

YACCスタッフ（左側）と山形五堰の流
れを考える会のみなさん

※

※
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古
田
紹
欽
記
念
館

古
田
紹
欽
記
念
館
で
は
、
日
本
文
化

や
地
域
の
文
化
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
市
内
の
子
供
を
対
象
に
「
文

化
お
も
し
ろ
体
験
隊
」
の
募
集
を
し
ま

す
。内

容
は
、
干
し
柿
作
り
、
自
然
の
も

の
を
使
っ
た
置
物
作
り
、
子
ど
も
茶
会

（
四
回
）
な
ど
、
楽
し
く
学
べ
る
体
験

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
四
年
か

ら
中
学
三
年
ま
で
の
児
童
生
徒

▼
募
集
人
数

十
人
程
度
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
応
募
締
切
り

四
月
三
十
日
（金）

▼
費
用

千
四
百
円
　
材
料
代
含
む

（
保
険
代
、
バ
ス
代
等
は
別
途
）

▼
応
募
方
法

電
話
ま
た
は
直
接
、
記

念
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

総
合
企
画
課
　
℡
22
･
6
8
2
4

▼
日
時

五
月
二
十
三
日
（日）

▼
場
所

三
田
洞
自
動
車
学
校

▼
競
技
ク
ラ
ス

一
般
A
ク
ラ
ス

四
百
cc
超
男
女
を
問
わ
な
い
。

一
般
B
ク
ラ
ス

四
百
cc
以
下
（
原
付
除
く
）
男
性
の

み
。

一
般
C
ク
ラ
ス

四
百
cc
以
下
（
原
付
除
く
）
女
性
の

み
。

▼
チ
ー
ム
構
成

各
チ
ー
ム
三
名
以
上
五
名
以
下
で
、

競
技
ク
ラ
ス
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

山
県
市
（
山
県
署
管
内
）
は
二
チ
ー
ム

ま
で

▼
競
技
車
両

各
選
手
の
持
込
み
車
両
と
す
る
。

▼
申
込
方
法

電
話
か
直
接
来
庁
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

四
月
二
十
六
日
（月）

な
お
、
大
会
ま
で
に
練
習
（
日
曜
日
）

を
二
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
練
習
だ
け
の
参
加
も
歓
迎
）

文
化
お
も
し
ろ
体
験
隊
募
集

36
・
1
0
2
3

22
･
6
8
2
4

第
十
五
回
岐
阜
県
二
輪
車
安
全

運
転
大
会
の
出
場
者
募
集

いつまでも今の生活を維持するために最も大切
なのは「食事」と「運動」です。でも、そのために
「今日から、毎日必ず30品目食べよう！」「何かス
ポーツを始めなければ！」と思うと、健康づくりが
かえって負担になってしまうことも…。
そんな人は、まずは1日の過ごし方を見直すこと
から始めてみましょう。
決まった時間に起きる、身だしなみを整える、食
事を作る、買い物をする、掃除をする、人と話す、
入浴する、よく眠
るといった身の回
りのことをおっく
うがらずにするだ
けでも、自然と生
活習慣が改善さ
れ、心身によい効
果があります。

楽器を演奏したり、音符をよむなんてむつかし
いことはしません。
いろんな道具で音を出したり、大きな声で歌っ

たり、ここちよい音楽を身体いっぱいに浴びて、心
の中からリフレッシュしましょう。ふだん音で楽し
むことのないかたは、特におすすめです。
日時　4月26日（月） 午後1時30分～3時
場所　保健福祉ふれあいセンター
講師　音楽療法士
申し込みはいりません。直接おいでください。

山県市在宅介護支援センター　　　22・6838
山県市社協在宅介護支援センター 52・2800
椿野苑在宅介護支援センター　　　22・6003
桜美寮在宅介護支援センター　　　36・2013

在宅介護支援センター

日時
場所
講師

『音楽で心の中からリフレッシュ！』4月は
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古
田
紹
欽
記
念
館

古
田
紹
欽
記
念
館
で
は
、
お
茶
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
グ
ル
ー
プ
含
む
）
を
募

集
し
ま
す
。

内
容
は
記
念
館
が
主
催
す
る
茶
会
な

ど
で
、
茶
席
を
受
け
持
っ
て
い
た
だ
い

た
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
い
た
り
す
る
も
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
は
稽
古
な
ど
で
館
を
使
用

さ
れ
る
場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
減

免
な
ど
の
特
典
を
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
在
住
の
茶
道
経
験
者

（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
流
派
問
わ
ず
）

▼
応
募
方
法

電
話
ま
た
は
直
接
、
記

念
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
応
募
期
日

随
時

健
康
課
　
　
22
・
6
8
3
9

山
県
市
で
は
、
四
か
月
か
ら
九
か
月

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
同

士
の
交
流
を
は
か
り
、
育
児
に
つ
い
て

学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
「
ミ
ル

キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま

す
。

▼
開
催
日
時

毎
月
二
回
　
午
前
十
時

三
十
分
〜
十
二
時
ご
ろ
（
申
込
者
へ

は
後
日
詳
細
に
つ
い
て
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
）

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

身
体
を
使
っ
た
遊
び
、
離
乳

食
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
取
り
付

け
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
申
込
方
法

四
月
十
三
日
（火）
ま
で

に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
際
協
力
機
構
中
部
国
際
セ
ン
タ
ー

国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）で
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
世
界
の
発
展
途
上
国
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

四
月
十
日
（土）
〜
五
月
二

十
日
（木）

▼
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
持
つ
方

で
、【
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社

会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】
は
満
二
十

歳
か
ら
満
三
十
九
歳
ま
で
、【
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】
は
満
四
十

歳
か
ら
満
六
十
九
歳
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
際
協
力
機
構
J

I
C
A
プ
ラ
ザ
　
　
0
1
2
0
・
3

2
・
5
9
3
1

4月の総合体育館スポーツイベント

総合体育館　　22・6622

11日（日） ふれあい
ソフトバレーボール交流会

25日（日） 岐阜地区家庭婦人バレーボール
春季大会

29日（祝） スポーツ少年団合同入団式

【清掃休館日　4月19日（月）】

36
・
1
0
2
3

22
・
6
8
3
9

お
茶
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

05日（水） 10：30～　よもぎ団子作り　　　定員15人

10日（土） 10：30～　生け花　　　　　　　定員15人

17日（土） 10：00～　いちご大福作り　　　定員15人

24日（土） 09：00～　切り絵　　　　　　　定員10人

◆2日午前9時より申込受付を開始します。
※定員になり次第締め切らせていただきます。

10日（土） 09：00～　パン教室　　　　　　定員15人

17日（土） 13：30～　ドッジボール　　　　定員30人

24日（土） 13：30～　一輪車に挑戦しよう　定員15人

◆2日午前9時より申込受付を開始
します。
※定員になり次第締め切らせてい
ただきます。

子どもげんきはうす　　23・2323

高 富 児 童 館　　22・4750

「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ
」

で
子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

0
5
2
・
7
0
2
・
1
3
9
1

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
募
集
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4月1日～4月30日

春先は、空気がたいへん乾燥し風の強い日が続くため、
乾燥注意報や火災警報がたびたび発令されます。そして、
全国的にも林野火災が最も多く発生するのがこの時期です。
林野火災の発生原因は、田畑での野焼きが風にあおられ

て山林に延焼することや春先に多くなる山菜取りやハイカ
ーなどの入山者によるタバコの投げ捨て、火の不始末が最
も多く、ほとんどが人的なものです。
どんな火災でも最初は小さな火種

から始まり大火災になることもあり
ます。火を取り扱う時は注意力を一
層強め、後始末は念には念を入れて
確実に行いましょう。

火事・救急・救助は119番
山県市消防本部　　22・0119

税
務
課
　
℡
22
・
6
8
2
2

◎
固
定
資
産
の
縦
覧

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
よ
り
縦
覧
。
自
分
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
と
、
自
分
以
外
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
と
の
比
較
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

四
月
一
日
（木）
〜
三
十
日

（金）
〔
た
だ
し
、
平
日
の
執
務
時
間

（
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十

五
分
）
に
限
り
ま
す
〕

▼
縦
覧
で
き
る
方

市
内
の
土
地
ま
た

は
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

者
▼
縦
覧
場
所

山
県
市
役
所
税
務
課

▼
縦
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

申
請
時

に
印
鑑
が
必
要
で
す
。
縦
覧
で
き
る

方
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
お

手
持
ち
の
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細

書
、
ま
た
は
運
転
免
許
証
な
ど
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
縦
覧
で
き
る
方
の

代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

▼
閲
覧
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日

（木）
〜
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
（木）

〔
た
だ
し
、
平
日
の
執
務
時
間
（
午

前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十
五

分
）
に
限
り
ま
す
〕

▼
閲
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
お
よ
び
、
借
地
借
家
人
な

ど
が
そ
の
賃
貸
借
な
ど
を
し
て
い
る

固
定
資
産
に
つ
い
て
、
閲
覧
で
き
ま

す
。

▼
閲
覧
手
数
料

一
件
三
百
円
（
縦
覧

期
間
中
の
納
税
義
務
者
は
無
料
）

▼
閲
覧
場
所

山
県
市
役
所
税
務
課
・

伊
自
良
支
所
・
美
山
支
所
・
西
武
芸

出
張
所

岐
阜
家
畜
保
健
衛
生
所

世
界
各
地
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や

学
校
な
ど
で
鳥
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方

は
感
染
を
防
ぐ
た
め
次
の
対
策
が
有
効

で
す
。

●
鳥
小
屋
の
中
に
野
鳥
が
入
ら
な
い
よ

う
に
開
口
部
を
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
で

覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
鳥
の
え
さ
を
入
れ
た
入
れ
物
な
ど
を

野
外
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●
野
鳥
や
水
鳥
が
集
ま
っ
て
生
息
し
て

い
る
場
所
に
は
、
で
き
る
だ
け
行
か

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
鳥
と
接
触
し
た
場
合
は
、
手
洗
い
、う

が
い
な
ど
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
養
鶏
場
へ
の
立
入
は
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
。

●
健
康
観
察
を
十
分
行
い
、
死
亡
が
増

え
る
な
ど
普
段
と
異
な
る
異
常
が
あ

っ
た
場
合
は
家
畜
保
健
衛
生
所
や
獣

医
師
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
鳥
小
屋
内
に
専
用
の
履
き
物
を
用
意

し
、
出
入
り
の
際
に
履
き
替
え
る
こ

と
も
有
効
で
す
。

こ
れ
ま
で
ペ
ッ
ト
と
し
て
家
庭
で
飼
育

し
て
い
た
鳥
が
直
ち
に
危
険
に
な
る
と

0
5
8
・
2
7
2
・
6
1
1
0

山 火 事 予 防 運 動

お
詫
び
と
訂
正

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て

22
・
6
8
2
2

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
期
間

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
鶏

卵
、
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染

す
る
こ
と
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
や
ま
が
た
三
月
号
で
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

二
十
二
ペ
ー
ジ
「
う
ち
の
地
域
に
き

て
み
ん
せ
ぇ
〜
」【
古
く
か
ら
伝
わ
る
お

祭
り
】
一
行
目
の
―

小
碓
命
―

の
ふ
り
が

な
（
誤
）
こ
う
す
の
み
こ
と→

（
正
）

お
う
す
の
み
こ
と
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平成13年1月1日発行平成13年1月1日発行

高　富

東深瀬

西深瀬

西深瀬

大　桑

大　門

原

富　永

高　富

東深瀬

西深瀬

高　木

梅　原

洞　田

小　倉

谷　合

出　戸

富　永

岩　佐

高　富

東深瀬

高　木

梅　原

伊佐美

大　桑

平　井

松　尾

片　原

神　崎

原

谷　合

岩　佐

中　洞

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載

応援します�

31，548人（－16 ）

男 15，482人（－13 ）

女 16，066人（－ 3）

世帯数 9，794戸（ 0）

前月比

2月届出分

人口の動き（平成16年3月1日現在）

カン・白
色トレイ

9日

12日

19日

21日

14日

16日

21日

26日

2日

1日

7日
（5月5日）

6日
（5月4日）

22日

24日

23日

28日

23日

びん・ペッ
トボトル

15日

27日

17日

10日

17日

20日

3日
（5月1日）

13日

8日

13日

不燃ごみ
粗大ごみ

21日

22日

19日

20日

12日
13日

14日
15日

26日

7日

8日

27日
28日

2日

1日

2日

5日

6日

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞
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この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい大豆油を使用したインキで印刷されています。この広報紙は古紙配合率100％を使用しています。 PRINTED WITH
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山県市
〒501-2192
岐阜県山県市高木1000-1
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E-mail

▼
四
月
で
満
一
歳
に
な
る
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真

を
掲
載
し
た
い
と
先
月
号
の
こ
の
欄
で
募
集

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
「
実
家
で
知
っ

た
」
と
い
う
岐
阜
市
の
方
以
外
に
応
募
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
企
画
は
ボ
ツ

に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
『
企
画

倒
れ
』
▼
「
今
月
の
広
報
紙
は
こ
ん
な
ふ
う

に
」
と
毎
月
お
お
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
作
り
始
め
ま
す
が
、
実
際
に
作
業
を
進
め

て
い
く
と
、
な
か
な
か
そ
の
と
お
り
に
は
い

か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。（
O
N
）

▼
今
月
か
ら
裏
面
の
企
画
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
や
ま
が
た
の
ひ
と
」。

市
内
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
や
話
題
の
人
を

紹
介
し
て
い
く
ペ
ー
ジ
で
す
。「
家
の
近
所

に
こ
ん
な
お
も
し
ろ
い
人
が
い
る
」「
あ
の
人

は
○
○
に
が
ん
ば
っ
と
る
」
と
い
う
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。『
企
画
倒
れ
』
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。（
T
）
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佐
藤
　
金
一

佐
藤
　
金
一  

さ
ん
さ
ん�

佐
藤
　
金
一  

さ
ん�

「
い
ま
だ
に
百
　
納
得
の
い

く
作
品
が
で
き
な
い
ん
で
す
」

屈
託
の
な
い
笑
顔
で
語
る
大

桑
地
区
の
佐
藤
金
一（
83
）さ
ん
。

そ
ん
な
佐
藤
さ
ん
に
、
経
済

産
業
省
の
外
郭
団
体
伝
統
工
芸

品
産
業
振
興
協
会
か
ら
、
伝
統

工
芸
の
継
承
な
ど
に
貢
献
し
た

個
人
に
贈
る
伝
統
的
工
芸
品
産

業
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。大

桑
竹
細
工
は
、
岐
阜
県
郷

土
工
芸
品
に
も
指
定
さ
れ
、
古

く
か
ら
大
桑
地
区
で
作
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
か

ら
竹
細
工
職
人
も
数
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
が
、
竹
細
工
を
は

じ
め
た
き
っ
か
け
は
、
父
親
か

ら
「
手
に
職
を
持
て
」
と
言
わ

れ
て
い
た
か
ら
で
、
尋
常
小
学

校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
大
桑
地

区
の
竹
細
工
職
人
に
弟
子
入

り
。最

初
は
、
教
え
て
も
ら
っ
た

と
お
り
や
っ
て
も
う
ま
く
で
き

な
か
っ
た
。
見
て
覚
え
て
自
分

自
身
で
研
究
す
る
、
こ
れ
が
上

達
の
方
法
だ
っ
た
と
思
う
ん
で

す
。大

桑
竹
細
工
を
や
っ
て
、
な

ん
べ
ん
も
や
め
よ
う
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

消
費
者
が
「
使
い
や
す
い
よ
と

か
、
こ
う
し
た
方
が
い
い
」
と

言
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
く
な

っ
て
、
今
度
は
こ
う
や
っ
て
作

っ
て
や
ろ
う
と
ヤ
ル
気
が
湧
い

て
く
る
。
今
は
量
が
作
れ
な
い

の
で
、
知
っ
た
人
に
し
か
売
ら

な
い
。

今
回
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い

賞
を
も
ら
っ
た
け
ど
、
こ
れ
は

私
が
も
ら
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

先
人
た
ち
が
こ
う
い
っ
た
伝
統

を
作
っ
て
、
そ
し
て
引
き
継
い

で
き
て
く
れ
た
か
ら
受
賞
で
き

た
と
思
う
ん
で
す
。

「
小
学
生
に
教
え
る
こ
と

が
、
本
当
に
楽
し
い
」
と
い
う

佐
藤
さ
ん
。
少
し
で
も
関
心
を

持
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
笑

顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

大桑竹細工

FAX

パ
ー

セ
ン
ト


